
作品の解説文

私は、おじいちゃんとおばあちゃんが、遠くに住んでいるので、いつでもおじいちゃ
んとおばあちゃんのおいしい味が、食べられるという機械を想像しました。
この機械の名前は、“ツクルーノ”です。
ツクルーノは、食べたい料理を作ってくれる人が料理を作っている所を動画でとって、
動画を、送ってもらいます。そして、ツクルーノに保存すると、いつでも、おじい
ちゃんやおばあちゃん、仕事中のパパやママのごはんが食べれて、作ってくれている
人の事を想像できます。
そして私は、おばあちゃんが作ってくれる、コールスローサラダをツクルーノが作っ
ている所を書きました。
ツクルーノは機械なのに電気を使いません。
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